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研究成果の概要（和文）： 本研究では、グローバル製造企業を対象とし、それら企業が直面する新時代のイノベーシ
ョン・マネジメント・システムの構築の現状を実地調査し、その経営のあり方を検証し、そして経営学の新展開を眺望
することを目的とした。
 具体的には、日系製造企業が技術移転の実際、設備投資の状況、現地での人材確保・育成等の部面において、日本国
内とは異なる政治的・社会的・経済的状況にいかに適応しているのか、また東アジア市場とは相対的に独立し競合する
アセアン市場の位置・競争優位性はどこにあるのかといった課題を取り上げた。業種としては自動車製造・同部品製造
、プリンター製造、情報端末製造等を対象とし、実際的知見を把握し整理した。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to investigate the on-site condition for the 
innovation management system which the global manufacturing companies are facing today, look into their 
business architectures and examine the new development of business administration.
 we focused on the following problem; (1) How are the Japanese manufacturing companies adopting 
themselves in terms of technology transfer, business investment and development of local human resource 
development in the foreign markets where political, social and economic situations are different from 
Japan? (2) What is the strategic position and the competitive advantage of the countries in ASEAN as the 
destination for foreign direct investment compared to the countries in East Asia? We conducted the 
interviews on managers of Japanese manufacturing companies in ASEAN countries including manufacturers of 
automobiles, components, printing machines and information devices and derived the practical knowledge as 
the conclusion.

研究分野： 比較企業論
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１．研究開始当初の背景 
(1) 海外に進出している日系製造企業の経営
環境は、金融取引の不安定さや資源調達の困
難さが指摘される一方、中国に代表される近
年の東アジア経済のポテンシャルに見られ
るように、新興国市場は労務コストの問題も
あるが、大きなボリュームゾーンを形成して
いる。また、このような状況の中での企業活
動のグローバル化の進展にともない、技術の
平準化も進んでいる。 
(2) 端的に言えば、21 世紀に入っての新たな
経営環境の中で、海外に進出する日系グロー
バル企業の経営革新・技術革新は、市場にお
いて新たな位置取り・優位性を確保しなくて
は企業活動を維持するどころか成長させる
こともできない。本研究課題の核心は、こう
した新たな経営環境の中で日系企業が海外
拠点において、どのようにイノベーション・
マネジメントを行っているのかという点に、
研究の動機づけをもっている。 
 
２．研究の目的 
(1) 上述のような経営環境の中においては、
従来のような先進国市場に適応したシステ
ムに加えて、途上国を含む新興国市場に適応
したイノベーション・マネジメント・システ
ムを構築することが欠かせない。本研究課題
では、今日のグローバル製造企業が直面する
新時代のイノベーション・マネジメント・シ
ステムの構築の現状を実地調査し、グローバ
ル製造企業の経営環境をフォローしつつ、そ
の経営のあり方について検証し、経営学の新
展開を眺望することを目的としている。 
(2) 本研究では、特に日系製造企業を対象と
し、その技術移転の実際、設備投資の状況、
現地での人材確保・育成等はもちろんのこと、
日本国内とは異なる政治的・社会的・経済的
状況にどのように適応していくのか、あるい
は中国・韓国等の東アジア市場とは相対的に
独立し競合する、ASEAN 市場の位置・競争
優位性はどこにあるのか、また日本国内本社
との役割分担、連携状況はどのようになって
いるのか、等々について分析することを目的
としている。 
 
３．研究の方法 
(1) 先行研究のレビュ―をおこなうと共に、
経営環境の動向に留意しつつ現地での調査
取材のポイントを整理する。地域については、
東アジアの中国・韓国等も対象とはするもの
の、近年地域連携を強め、新興国・途上国に
位置する企業を取り上げる。そして、それら
の地域間における企業活動の矛盾をどのよ
うなイノベーション・マネジメントを行うこ
とで、そこでの固有の役割・位置取りを設定
し、優位性を確保しようとしているか、調査
に当っての視点を明らかにする。 
対象地域はアセアン地域を中心にすえ、具

体的にはタイ・バンコク、ベトナム・ハノイ
＝ハイフォン、インドネシア・ジャカルタを

調査することにした。 
(2) また、調査地域の企業については日系企
業とし、国内本社工場との役割上の位置関係、
現地企業との取引関係、競争優位性、現地人
材の育成などについて調査する。業種として
は、おおむね自動車製造・同部品製造、プリ
ンター製造、情報端末製造、情報通信サービ
ス関連などとし、集中的に現地工場を訪問す
る。 
また、当該事情に詳しい現地スタッフにヒ

アリングをおこない、その情報を整理すると
共に、側面的に現地情報を入手してその核心、
実体をつかまえられるように努めた。 
 
４．研究成果 
(1)初年度の第一の成果について述べる。具体
的にはタイ・バンコク周辺の日系製造企業、
業種としては自動車関連化学製品（ゴム等）
製造、通信サービス関連、自動車駆動系部品
製造などの現地工場を訪ねた。そして、アセ
アンでは相対的に早くから日系企業が優位
性を確保している現状、社会的風土、またア
セアンにおけるタイ・バンコクの拠点として
の位置取りなどについて知見を得た。加えて、
各業種固有のイノベーション・マネジメント
の実際、研究開発の方向性、関連周辺技術の
開発、各業種固有の市場の特異性、人材確
保・技能習得などについても知見を得た。 
 
(2)初年度は国内のプリンター製造をおこな
うメーカーの調査にも入り、近年ウエラブル
系情報端末新製品で活況をにぎわしている
市場の動向を含め、それらの新製品開発可能
性・方向性、ならびに競合他社を含む今後の
グローバル市場における展開状況について、
調査企業を訪問取材し、有益な知見を得た。 
 
(3)二年度目はベトナム・ハノイ＝ハイフォン
地域の日系製造企業の調査をおこなった。本
調査を行う前に、グローバル危機の中での東
アジの地域協力についての理解をするため
の研究会を企画した。またベトナム在住の実
務家を招き、ベトナムの経営環境、政治的・
社会的風土についての調査準備のための知
見の獲得にも努めた。 
具体的訪問調査においては、鏡板製造、プ

リンター複合機製造、二輪車用ベルト製造、
自動車関連アルミダイキャスト部品製造、現
地情報通信サービスと連携している日系サ
ービス企業などについて、訪問取材し知見を
得た。またハノイ＝ハイフォン地域のグロー
バル市場における優位性について、現地工場
団地の運営状況、その地理的観点でのチャイ
ナ・リスクの補完性、ならびにベトナム人に
見られる人材優位性、相対的には成長前期に
あるベトナム企業の優位性などについて知
見を得た。 
 
(4)最終年度はインドネシア・ジャカルタ近郊
の日系製造企業について訪問し取材した。業



種としては自動車組立・同関連部品メーカー、
コピー複合機製造、通信サービスなどを取り
上げ、それらの実情についてヒアリングをお
こない、現地の政治的・社会的・経済的事情
の特異性、ならびに新政権誕生による経営環
境の期待感、現地の工場団地の日系運営企業
などについても調査取材を行い、有益な知見
を得た。 
 また、技術導入、部品調達、労務コスト・
人材確保・育成、業務プロセス等、アセアン
諸国間での競争と協調、各地域間の生産拠点
の整備と役割付け、ならびに東アジアの中
国・韓国・台湾地域に位置する企業との競合
関係、さらには本国日本・本社との業務分
担・役割付などについて知見を得た。 
 
 以上、本研究グループの集団的な調査研究
を中心にその主な研究成果の概要を記した。
以下の発表論文等の項では、前段にこれらの
集団的成果を記し、その後に研究グループ・
メンバーの主な個別的研究成果を記すこと
にする。 
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